



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































口が 128 万ぐらいでしたが、最近 150 万人を突破




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































○ 自立相談支援のあり方 ○ 就労支援のあり方
○ 家計相談支援のあり方 ○ 子どもの貧困への対応









































































































































































































































































































































































































































































元年 Ｈ2 Ｈ3 Ｈ4 Ｈ5 Ｈ6 Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27
総数 168 527 1,033 1,873 2,783 3,801 5,309 7,485 10,267 13,650 18,375 24,006 29,979 38,157 48,409 58,952 70,968 83,355 95,216 108,877 122,138 134,066 146,220 157,463 165,494 177,896 189,903
単年度増




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 委員長 原田 正樹 日本福祉大学教授・日本福祉教育・ボランティア学習学会会長
2 副委員長 中島 修 文京学院大学准教授
3 副委員長 空閑 浩人 同志社大学教授・本協会事務局長代理
4 委員 高橋 良太 全国社会福祉協議会地域福祉部長・日本地域福祉学会事務局参与
5 委員 勝部 麗子 豊中市社会福祉協議会福祉推進室長
6 委員 谷口 郁美 滋賀県社会福祉協議会事務局次長
7 委員 加山 弾 東洋大学教授・日本地域福祉学会事務局長
8 委員 藤井 博志 神戸学院大学教授
9 委員 野村 裕美 同志社大学教授
10 委員 所 めぐみ 関西大学教授
11 委員 竹田 匡 日本社会福祉士会・釧路町地域包括支援センター
12 委員 松本 すみ子 日本精神保健福祉士協会・東京国際大学教授
13 委員 坂本 智代枝 日本精神保健福祉士養成校協会・大正大学教授
14 委員 川井 太加子 桃山学院大学教授
15 顧問 上野谷 加代子 同志社大学教授・本協会副会長・日本地域福祉学会会長
16 顧問 中谷 陽明 松山大学教授
17 協力員 渡辺 裕一 武蔵野大学准教授・日本地域福祉学会事務局参与
18 協力員 菱沼 幹男 日本社会事業大学・日本地域福祉学会事務局次長
19 協力員 尾﨑 百合香 東京都社会福祉協議会地域福祉部
20 協力員 荻田藍子 兵庫県社会福祉協議会社会福祉研修所副部長
21 事務局 小森 敦 日本社会福祉士養成校事務局次長
22 事務局 木下 めぐみ 日本社会福祉士養成校事務局企画係長
No. 氏名 所属
1 リーダー 藤井 博志 神戸学院大学教授
2 委員 谷口 郁美 滋賀県社会福祉協議会事務局次長
3 委員 野村 裕美 同志社大学教授
4 委員 所 めぐみ 関西大学教授
5 委員 川井 太加子 桃山学院大学教授
6 委員 尾﨑 百合香 東京都社会福祉協議会地域福祉部
7 委員 荻田藍子 兵庫県社会福祉協議会社会福祉研修所副部長
No. 氏名 所属
1 リーダー 中島 修 文京学院大学准教授
2 委員 空閑 浩人 同志社大学教授・本協会事務局長代理
3 委員 高橋 良太 全国社会福祉協議会地域福祉部長・日本地域福祉学会事務局参与











対象者 日程 時間 場所
１ 東京都社協
平成29年1月30日（月） 13:30～17:00 兵庫県社会福祉協議会社会福祉研修所２ 奈良県社協
３ 兵庫県社協
４ 宮崎県社協 平成29年2月27日（月） 9:30～12:00 宮崎県福祉総合センター



































3 主任介護支援専門員更新研修ガイドライン（案） 平成27年3月 厚生労働省






8 相談支援に係る業務実態調査報告書＜概要版＞ 平成26年3月 日本相談支援専門員協会
9 滋賀県相談支援従事者（初任・現任）研修資料 滋賀県
10 生活困窮 生活困窮者自立支援制度人材養成研修 厚生労働省
11 保健師 実践力向上を目指した公衆衛生看護学実習の展開－保健師教育におけるミニマム・リクワイアメンツ 全国保健師教育機関協議会版（2014）を活用して－ 平成27年6月 全国保健師教育機関協議会
12 児童 滋賀県児童福祉に関する指定講習会 滋賀県

































































































































そのような活動はしたくない 3.0%→  5.9%
行政が事業者が行えばよい 1.4%→  2.2%
【市民が取り組むべきこと】
住民同士の助け合いの意識の向上 47.4%→40.9%
ボランティアや地域で活動する人を増やすこと 29.8%→23.0%
（川崎市地域福祉実態調査・H22→H28）
－ 121 －
地域マネジメントの視点（ニーズの把握と資源の調整）
①地域のニーズに応じた支援体制の構築
・すべての地域であらゆるニーズに対応できる支援体制を構築することは困難
・地域のニーズを的確に把握し、自らの地域にどのような支援が必要かを検討することが必要
・地域のニーズに対応しきれない場合は、どのような対応策をとるかも合わせて検討
（他分野との連携、広域的な対応、新たな資源の開発等）
②地域との対話（公・民の役割分担）
・すべてのニーズを公的サービスで対応することは不可能であり、好ましくもない
・一方で、インフォーマルな資源に過度に依存することも適切ではない
・何をどこまでインフォーマルサービスが担うべきか、地域住民との対話が必要
・地域で担えない部分については、公的な対応を選択肢として用意することが行政には必要
・ただし、公的サービスのあり方は、必ずしも公的制度による対応だけではなく、社会福祉法人
やＮＰＯ法人等による取り組みも含めて検討することが必要であり、その点においても地域
との対話が必要
これらの検討・調整を、誰がどのよう担っていくのか？
社会福祉専門職への期待
・すべての分野に精通した特別な存在である必要はない
・幅広い、ただし基本的な知識を有した上で、適切な見立力や調整力、創造的な企画力、
そして何よりフットワーク軽く行動する力が求められる
新たな福祉ビジョンが求める人材像
⇒顕在化しているニーズ、社会的に受容・共有されるニーズには有効
潜在化しているニーズ・少数のニーズ・解決困難なニーズをどうするのか？
○解決困難なニーズほど把握されにくく、社会から排除されて潜在化する
→施設や病院への長期入所・入院 ・・・その背景が埋没していないか？
→暴言・暴力、不衛生、ひきこもり ・・・個人の問題としてだけ捉えていないか？
→国籍・人種、宗教、家族構成 ・・・論点化するのを避けようとしていないか？
○こうしたニーズを発見し、社会の中で円滑な解決に導くためには、
社会問題を見極める洞察力と、その問題を受け止める価値観・倫理観が必要
○個人と個人の関係で解決するのではなく、社会に問いかけ、
社会として支援する形をつくっていくことが、自立した生活につながっていく
顕在化しているニーズ・現行の制度についても、
社会の現実を的確に捉えているか、絶えず評価することが必要
